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（公社）大分県理学療法士協会

副会長 髙橋隆一

（公社）大分県理学療法士協会の概要

大分県理学療法士協会について

つまり自法人の利益追求だけでなく、
公衆の日常生活において、さまざまな
好影響を与える事業を行うのが公益
社団法人です。

「公益事業を主に目的として活動している法人」

公益社団法人って？

公益社団法人 大分県理学療法士協会

大分県理学療法士協会 シンボルマーク

公益社団法人 大分県理学療法士協会
市川泰朗 会長から
１９７２年に設立され大分県理学療法士協会は、県内

の理学療法士、約１８００人で構成する学術・職能団

体です。平均年齢は３４歳と非常に若い組織で、その

活躍の場は医療の枠にとどまらず、子供からお年寄

りにいたるまで、保健・予防、健康増進、介護、福祉、

産業などあらゆる分野に及んでいます。県民の皆様

が生涯を通じて健康で活力あふれる人生を送れるよ

う当会は感染拡大防止と各種事業を両立しながら、こ

れからも公益法人として力強く前進して参りたいと存

じます。

協会の歩み 年表

昭和47年大分県理学療法士会設立

昭和57年大分県理学療法士会10周年記念研修会開催

昭和59年第6回九州地区理学療法士・作業療法士合同学会開催
（別府市中央公民館）

昭和60年荻町にて機能訓練事業開始

昭和62年第7回大分国際車いすマラソン大会よりメディカルチェック協力開始

大分県理学療法士会15周年記念式典・講演会開催

平成 4年第14回九州地区理学療法士・作業療法士合同学会
（大分県総合社会福祉会館）

大分県理学療法士会創立20周年記念式典、記念講演、記念祝賀会

平成 5年第28回全国研修会開催（大分文化会館他）

平成 7年生涯学習システム（日本理学療法士協会）開始
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平成 8年大分県より社団法人の認可を受ける

第1回大分県理学療法士学会開催

平成 9年社団法人設立記念式典、記念祝賀会

理学療法週間関連事業開始

平成11年介護支援キャラバン（当時、介護支援セミナー）開始

平成12年第82回全国高等学校野球選手権大会大分大会よりトレーナー支援
協力開始

第22回九州地区理学療法士・作業療法士合同学会
（B-conプラザ）

平成14年社団法人大分県理学療法士協会創立30周年記念式典・祝賀会

平成16年大分県理学療法学第1巻発刊

平成17年介護予防キャラバン（当時、介護予防セミナー）開始

平成19年法人設立10周年記念講演開催

第86回全国高等学校サッカー選手権大会大分県予選よりトレーナー
支援協力開始

平成20年 第63回国民体育大会（チャレンジ!おおいた国体）トレーナー支援

第8回全国障害者スポーツ大会コンディショニングルーム協力支援

第30回九州地区理学療法士・作業療法士合同学会（B-conプラザ）

平成21年 大分市森町に協会事務作業所開設

臨床教育システム開始

平成23年 大分県より公益社団法人の認可を受ける

大分県陸上競技協会の選手育成へのトレーナー支援協力開始

平成24年 協会事務局を河野脳神経外科病院内より事務作業所へ移転

大分県テニス協会の選手育成へのトレーナー支援協力開始

創立40周年記念公開講演、記念式典・祝賀会開催

平成25年 地域ケア会議 助言者派遣開始

平成26年
地域包括ケア，介護予防推進リーダー育成研修会開始

結果のだせるトレーニングマニュアル 指導者向け実践ガイド作成

平成27年地域包括ケアシステムの構築に向けた専門職種派遣協力団体に対す
る知事感謝状を受贈

九州理学療法士・作業療法士合同学会2015 開催

平成28年大分JRAT(Japanese Disaster Rehabilitation Assistance Team)設立

平成29年大分県リハビリテーション専門職団体協議会 設立

令和 2年理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則改正

第55回 日本理学療法学術研修大会2020 in おおいた 開催

結果のだせるトレーニングマニュアル 改訂

令和 3年大分県理学療法士協会事務所移転(大分市豊饒)

令和 4年新生涯学習制度開始

令和 5年創立50周年記念公開講演、記念式典・祝賀会開催

協会事務所 大分市豊饒３丁目４番1号

令和３年、事務所購入

（公社）大分県理学療法士協会
定 款（一部抜粋）

（目的） 第3条
この法人は、

及び地域福祉
の協力等に関する ，大分県民の医療・保
健・福祉の増進に寄与することを目的とする。

（事業） 第４条
この法人は，次の事業を行う。
（１）理学療法を通じて，県民の医療・保健・福祉の増進に寄与する

ための事業
（２）理学療法士の職業倫理の高揚並びに，学術及び技術の向上に

関する事業
（３）理学療法士の資質の向上に関する事業
（４）理学療法に関する刊行物の発行および調査研究に関する事業
（５）関連団体との連携及び協力に関する事業
（６）理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に関する事業
（７）その他，法人の目的を達成するために必要な事業
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大分県理学療法士協会の事業

［１］理学療法を通じて，県民の医療・保健・福祉の増進に寄与する
ための事業

１．県民へのセミナー開催に関する事業（啓発事業）
・理学療法士の活動についての啓発事業

２．トレーナーサポート活動に関する事業
・スポーツ領域での大会・競技へ

３．後援ならびに協力に関する事業
・名義後援等の承諾・協賛

４．訪問介護員研修
・講座等への講師派遣

５．講演講師派遣に関する事業
・講師等人的派遣

６．理学療法啓発事業
・各ブロックでの理学療法啓発事業

７．理学療法認可施設への運営を支援する事業
・ホームページ・ＦＡＸにて情報提供

［２］理学療法士の職業倫理の高揚並びに，学術及び技術の向上に
関する事業
１．学会に関する事業
・大分県理学療法士学会の開催・学会ホームページ作成・公開
２．研修会に関する事業
・講習会・研修会・実技研修会・WEB研修・ナイトセミナー開催
３．臨床教育
・生涯学習システムの情報収集と会員への広報・ナイトセミナー
・臨床教育プログラム事業「キックオフミーティング」管理・運営に関する情報交換会
４．学術教育に関する文献、ビデオ等資料の収集に関する事業
５．地域リハビリテーション活動に関する事業
・地域ケア会議・介護予防推進リーダー育成研修 ・介護予防従事者研修会
・地域包括ケアシステム研修会・先進施設見学ツアー・介護現場の困りごと相談
ブース・大分県介護現場革新支援事業への協力・情報提供・地域リハビリテーション
関係機関への協力 ・大分県リハビリテーション専門職団体協議会への事業協力
６．スポーツ研修および勉強会
・研修会・パラスポーツ支援課セミナー

［３］理学療法士の資質の向上に関する事業

１．新人教育プログラム研修に関する事業
・生涯学習制度に関わるマイページ操作の研修会・士会主催症例検討会
２．臨床実習指導者研修会
・講習会・世話人打ち合わせ会・意見交換会・アドバンス研修会
・オンライン操作練習会・臨床実習に関する情報収集提供

［４］理学療法に関する刊行物の発行および調査研究に関する事業

１．刊行物の発行に関する事業
・学会誌の発刊（オンライン掲載）・理学療法学の発刊・広報誌”志”
２．調査研究に関する事業
・会員管理データベースのための調査など、理学療法士の就労環境・処遇に関する情
報収集と情報発信、スポーツ事業部における調査研究、多施設間連携による研究体
制確立に向けた事業、別府市市営共同温泉環境調査、レジストリデータベース構築に
向けた事業、体力測定などの評価ツールの作成・更新、助成金に関する調査（助成金
（補助金）の情報調査、集約）

［５］関連団体との連携及び協力に関する事業
１．関連団体等との交流及び公開講座の共同開催に関する事業
・大分県保健医療団体協議会主催「げんきフェア」・介護研修センターまつり
・大分県スポーツ学会・大分県地域リハビリテーション協議会
・大分県リハビリテーション専門職団体協議会・多職種協働促進研修会
・大分県障害者スポーツ協会への支援・協力・行政・他団体・他機関との渉外活動
・市町村担当者体制の支援

［６］理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に関する事業

１．理学療法普及活動に関する事業
・ホームページによる情報発信・広報活動等・大分県理学療法士協会 広報用動画
の制作・産業理学療法啓発活動大分大学会報イベントの協力・県民向けのイベント企
画・理学療法士を取り巻く現状の課題と改善案の検討
２．高校生対象理学療法説明会
３．理学療法週間イベント
・理学療法週間事業の開催
４．大分県介護研修センターまつり

［７］国際相互理解の促進および開発途上にある地域への支援協力
に関する事業

１．国際交流活動に関する事業
・INR障がい者スポーツ委員会との定例会議（リモート・毎月）
・障がい児とその家族への啓発活動計画を一緒に作成する
２．関係国への技術支援に関する事業
・INRにおける障がい児スポーツの四半期計画を一緒に作成する
・遠隔指導の実施および本邦研修を受けた医師・理学療法士への支援
（モニタリング）
３．相互研修に関する事業
・Tボール・ボッチャ・卓球バレー導入前後の対象者の運動機能改善効果の
検証を行う。・エンドライン調査のため委員３名がペルー訪問する（１１月頃
予定）・３年間のプロジェクトの総括を行う（３月頃予定）
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８］その他，法人の目的を達成するために必要な事業

１．当協会内緒会議
・理事会の開催、執行部会、役員・執行部打ち合わせ会、講習会
２．定時総会の開催
３．入会案内説明会
４．賛助会員懇話会
５．ブロックにおける活動
・研修会・症例検討会・勉強会、運営事業（会議・集会）・会員交流推進事業
・理学療法啓発事業・管理・運営に関する情報交換会・市町村等との連携事業
６．当協会内福利厚生
・福利厚生事業（大親睦会・ボウリング大会・みかん狩り）・損害保険関係
７．各種委員会活動
・表彰委員会・選挙管理委員会・国際活動推進委員会・災害リハ対策委員会
・組織検討委員会

組織図
～2024．5.26

会員構成（2024年3月31日現在）

別杵速見ブロック
391名

大分ブロック
739名

県南ブロック
163名

久大ブロック
128名

県北ブロック
177名

豊肥ブロック
115名会員数

1713名

HP 公益社団法人 大分県理学療法士協会

https://opta.or.jp/

（公社）日本理学療法士協会について

日本協会と県協会の関係
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４７都道府県

公益社団法人 日本理学療法士協会（厚生労働省主
管）の組織としての都道府県理学療法士会

公益社団法人 大分県理学療法士協会（大分県主管）
としての独自の組織

・・・・・・・・・

日本協会と県協会の関係
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皆様の人生に寄り添い、くらしと生き方を支えます

日本理学療法士協会 ＪＰＴＡ
（Japanese Physical Therapy Association）は、医療専門職で
ある理学療法士という国家資格者による学術・職能団体です。

Ｊ.自立を支援する仮に身体が不自由になっても、自分の意志
で自分の行動を決定できるよう支援します。
Ｐ.ぴんぴんころり（尊厳ある終わり）を実現する。人生の最後
までできる限り豊かで尊厳のある暮らしができるようお手伝い
します。
Ｔ.立つ・歩く、自分の足で保つことにこだわります
Ａ.安心・安全に行動がとれるように全世代の方の健康を実現
するために貢献します。

このように私たち理学療法士は、皆様の健康と幸福に寄添っ
てまいります。

日本理学療法士協会
会長 斉藤 秀之

日本国民の医療・保健・福祉

会員

高い倫理観・高水準の技術

概念図

学術面 倫理面職能面

公益社団法人 日本理学療法士協会

HP 公益社団法人 日本理学療法士協会

https://www.japanpt.or.jp/

（一社）日本理学療法学会連合

日本理学療法士学会
ロゴマーク

法人化する学会（50音順）
（一社）日本運動器理学療法学会
（一社）日本基礎理学療法学会
（一社）日本呼吸理学療法学会
（一社）日本支援工学理学療法学会
（一社）日本小児理学療法学会
（一社）日本神経理学療法学会
（一社）日本心血管理学療法学会
（一社）日本スポーツ理学療法学会
（一社）日本糖尿病理学療法学会
（一社）日本地域理学療法学会
（一社）日本予防理学療法学会
（一社）日本理学療法教育学会

学会組織が別法人として独立し、１２の分科学会は一般社団法人挌を所得、８部門は研究会へと発展
※学会は『法人会員』。研究会は『学術団体会員』として『日本理学療法学会連合』を組織します。

研究会（50音順）
ウィメンズ・メンズヘルス
理学療法研究会
栄養・嚥下理学療法研究会
がん理学療法研究会
産業理学療法研究会
精神・心理領域理学療法研究会
徒手理学療法研究会
物理療法研究会
理学療法管理研究会

（公社）日本理学療法士協会

分科学会と学術研修大会の役割

分科学会
学術大会では学究的機能をより専門・高度化するとともに
究極の学問的、学際的研究成果に対する論議の場

学術研修大会
研修機能および教育機能に、職能機能と社会的機能を付
加することを基本方針として、プロフェッショナルとしての臨床
技能の追究する役割を持った大会
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